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今和 8年度 岡山県立倉敷天城高等学校 普通科・理数科 I年 シラバス

教科名 科目名 (校内名称 ) 単位数 教 材

芸術 音楽 I 2 MOUSA I(教 育芸術社)

学習の

ねらい

音楽の幅広い活動を通して、音楽的な見方・考え方を働かせ、生活や社会の中の音や音楽、音楽文化と

幅広く関わる資質・能力を次のとおり育成する。

(1) 曲想と音楽の構造や文化的・歴史的背景などとの関わり及び音楽の多様性について理解すると
ともに、創意工夫を生かした音楽表現をするために盛要な技能を身に付けるようにする。

(2) 自己のイメージをもちて音楽表現を創意工夫することや、音楽を評価しながらよさや美しさを
自ら味わって聴くことができるようにする。

(3) 主体的・協働的に音楽の幅広ぃ活動に取り組み、生涯にわたり音楽を愛好する趙情を育むとと
もに、感性を高め、音楽文化に親しみ、音楽によって生活や社会を明るく豊かなものにしてい

く態度を基う。

投業形態

ア ドバイス

など

・音楽選択者2ク ラス合同で授業を実施します。

・歌唱・器楽・創作について・・・様々な活動を通して技能を身に付け、表現することの暮びや楽しさ

を味わいましょう。

・鑑賞について・・・感性を働かせてその音楽のよさや美しさを味わい、音楽文化に対する理解を深め

ましょう。

・グループで活動する場面が多くありますので、自分の考えを言葉で表現しお互いに伝え合い、他者と

の調和を意識することで、音によるコミュニケーションを充実させるようにしましょう。

評価の観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

評
価
の
基
本
的
な
考
え
方

曲想と音楽の構造や文化的・歴

史的背景などとの関わり及び音

楽の多様性について理解してい

る。

・昔楽を形づくつている要素や要

素同士の関連を知覚し、それら

の働きを聴受しながら、知覚し

たことと建受したこととの関わ

りについて考え、どのように表

すかについて表現意図をもつた

り、音楽を評価 しながらよさや

美しさを自ら味わって聴いたり

している。

・主体的・協働的に表現及び鑑賞

の学習活動に取り組もうとして

いる。

・創意工夫を生かした音楽表現を

するために踏要な技能を身に

付け、歌唱、器楽、創作で表現

している。

育てたい生徒像

(資質・能力)

との関連

教養カ

理解カ

思考カ

判断カ

表現カ

自律カ

省察カ

協働カ

主な

評価方法

授業中の取り組み状況

実技テス ト 等
投業中の取り組み状況

ワークシートの記述内容 等
投業中の取り組み状況

振り退リシート 等
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学期 学習内容
学習の到達目標

知識・技能   1  思考・半lJ断・表現  1主体的に学習に取り組む態度
前
期

ボイストレーニング

斉唱 。二重唱

・歌う時の姿勢や発声法

を理解 し、正しい音程

で歌うことができる。

イメージをもって表現

を正夫 して歌 うこと

ができる。

旋律と言葉との関係に

関心を持ち、意欲的に

歌唱表現している。

リズムアンサンブル 音価を理解し、正しい

リズムが表現できる。

・他パー トとのバランス

などを考えて表現を

正夫できる。

・リズムの組み合わせに

関心を持ち、意欲的に

取り組んでいる。

器楽 (ギター) ・曲想とギターの音色と

の関わりを理解 し、曲

に .S、わさしい奏法を

身に付けている。

音高の変化や楽曲の旋

律の美 しさを感 じ取

り、表現を工夫でき

る。

・ギターの音色や奏法に

関心を持ち、意欲的に

練習している。

創作 ・コー ドの構成音につい

て理解している。
・コー ド進行に合わせて

メロディーを創るこ

とができる。

反復、変化などの手法

を活用 してメロディ

ーを工夫できる。

音の組み合わせやつな

げ方に関心を持ち、意

欲的に創作活動に取り

組んでいる。

鑑賞

(オーケストラ・バレエ)

・曲想や表現上の効果と

音楽の構造 との関わ

りについて理解 して

いる。

・根拠をもって楽曲や演

奏を批評することが

できる。

音楽を形づくっている

要素やそれらの働きに

関心を持ち、演奏表現

の特徴を味わって鑑賞

している。

後
期

ドイツ歌曲・イタリア歌曲
・原語の発音やその強弱

によるリズムと旋律

の関わ りについて理

解 している。

・歌詞の内容と曲想に合

った表現を工夫 して

歌うことができると

・旋律と言葉との関係に

関心を持ち、意欲的に

取り組んでいる。

器楽合奏 楽器の特徴を生かして

演奏する技能を身に

付けている。

・他者との調和を意識

し、まとまりのある合

奏になるよう工夫で

きる。

・楽器の音色やアンサン

ブルに関心を持ち、意

欲的に練習している。

鑑賞

(オペラ・ミュージカル)

・物語のあらすじや歌詞

の内容、登場人物の心

情などを理解 してい

る。

自分や社会にとっての

音楽の意味や価値 に

ついて考え、音楽のよ

さや美 しさを自ら味

わって聴 くことがで

きる。

音楽の特徴と文化的・

歴史的背景、他の芸術

との関わりに関心を持

ち、意欲的に鑑賞の学

習活動に取り組んでい

る。

合唱
・声部の役割を理解しく

全体の響 きに調和 さ

せて合唱表現を行 う

技能を身に付けてい

る。

・歌詞の内容と曲想を味

わい、美しい言葉の表

現を工夫 して歌うこ

とができる。

・声の重なり方や響きに

関心を持ち、意欲的に

合唱に取 り組んでい

る。

備考



今和 8年度 岡山県立倉敷天城高等学校 普通科 。理数科 1年 シラバス

教科名 科日名 (校内名称) 単位数 教 材

芸術 美術 I 2 高校生の美術 I(日本文教出版)

学習の

ねらい

美術の幅広い活動を通して、追形的な見方・考え方を働かせ、生活や社会の中の美術作品、美術文化と

幅広く関わる資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

(1) 美術と文化・歴史の関わり及び美術表現の多様性について理解するとともに、創意工夫を生か
した作品制作をするために雖要な技能を身に付けるようにする。

(2) 自己のイメージをもって表現を創意工夫することや、美術作品の美しさを味わうことができる
ようにする。

(3) 主体的に美術の幅広い活動に取り組み、生涯にわたり美術を愛好するJは情を育むとともに、感
性を高め,創造的な表現と鑑賞の能力を伸ばし美術を通して趙豊かな生活や社会を創造してい

く態度を基う。

授業形態

ア ドバイス

など

・美術選択者 2ク ラス合同で投業を実施します。

・制作に挺要な用具を別途購入してもらう場合があります。
こ身の周りのものを注意深く観察し、その色や形の追形的な美しさに感動する豊かな職を育てましょう。

・ 1つの作品を制作するために 10時間以上かかることもあるので、あきらめず最後まで取り組む姿勢を

身に付けてくださいと

・さまざまな技法・末材に出会い、表現することの面白さやものづくりの楽しさを味わってください。

評価の観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

評
価
の
基
本
的
な
考
え
方

・作品から自分が感じた印象を言

語化できる。

め

・創意工夫を生かした表現をする

し、

り

・色や形、構図など、追形的な要素

に注目して作品を制作、鑑賞する

ことができる。

美術表現に関ミを持ち、意欲的

に表現形式や方法、材料などヘ

の理解を深め、主体的に創造活

動、鑑賞活動に取り組んでいる。

に撻要な技能を身に付け、自

表現意図に合った方法を選択

素材の特性を理解して制作に

組むことができる。

育てたい生徒像

(資質,能力)

との関連

カ

カ

カ

考

断

現

思

判

表

自律カ

省察カ

協働カ

教養カ

理解カ



主な

評価方法

授業中の取り組み状況

制作作品 等
授業中の取り組み状況

ワークシートの記述内容 等
授業中の取り組み状況

振り退リシー ト 等

学期 学習内容
学習の到違目標

知識・技能 思考・判断・表現 ‐1主体的に学習に取り組む態度

前
期

○鉛筆デッサン

O油彩静物画

○サイン作成

対象の形を正確に捉え

ることができると

鉛筆による明暗やタッ

チの表現を身に付ける。

混色や重色を用いて色

を塗ることができる。

構図を工夫することが

できる。

混色や重色を二夫 して

対象の色・質感を表現で

きる。

1絵画表現に関`むを持ち、

1意欲的に表現形式や方

法、材料などへの理解を

深め、主体的に倉」追活動

に取り組んでいる。

○作品鑑賞 他者の作品を鑑賞する

ことで、多様な表現方法

があることを知り、美術

に対する理解を深める。

作品を見た時に自分が

何を感 じ取ったのか言

語化できる。

好き・嫌いからスター ト

し、その理由を追形的な

視点から説明できる。

古今東西の絵画作品に関

はを持ち、制作方法や作

品の来歴、作者の生涯な

ど作品の背景にも注目し

ようとしている。

後
期

O抽象彫刻 仕上がりの形を想像 し

なが ら彫 り進めていく

ことができる。彫刻刀や

やすりといった道具を

通切に扱 うことが出来

る。

ワークシー トの内容を

もとに、営業で説明した

形を立体で表現するこ

とが出来る。

抽象的な形が持つ魅カ

や、形と感情、形と言葉

の結びつきに輿味を持っ

て制作に取り組むことが

出来る。

○クレイアニメーシ ョン 作成 した絵 コンテをも

とに、計画的に制作活動

|こ 取 り組むことができ

る。

可塑性のある粘上の特

徴を生かし、形の変化を

感 じられる表現ができ

る。

クレイアニメの制作方法

に関ミを持 っている。

chrome bookの カメラ機

能を生かし、制作に取り

組むことが出来る。

O作品鑑賞 色や形など、追形的な要

素に注目して作品を鑑

賞することができる。

作品か ら自分が感 じた

印象を言語化できる。

自分やクラスメイ トの作

品に奥味関`dを持って意

欲的に鑑賞することがで

きる。

備考



|

|

|

|

|

今和 8年度 岡山県立倉敷天城高等学校 普通科 。理数科 1年 シラバス

教科名 科目名 (校内名称) 単位数 教 材

芸術 書追 I(書追 I) 2
書 I(光村図書)

学習の

ねらい

書道の幅広い活動を通して,書に関する見方・考え方を働かせ,生活や社会の中の文字や書,書の伝統と

文化と幅広く関わる資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

(1) 書の表現の方法や形式,多様性などについて幅広く理解するとともに,書写能力の向上を図り,
書の伝統に基づき,効果的に表現するための基礎的な技能を身に付けるようにする。

(2)書 のよさや美しさを感愛し,意図に基づいて構想し表現を工夫したり,作品や書の伝統と文化
の意味や価値を考え,書の美を味わい捉えたりすることができるようにする。

(3) 主体的に書の幅広い活動に取り組み,生涯にわたり書を愛好するJせ情を育むとともに,感性を
高め,書の伝統と文化に親しみ,書を通して,d豊かな生活や社会を創造していく態度を基う。

授業形態

ア ドバイス

など

書に興味・関′dを持ち,意欲的に授業に参加することが大切です。

書竜は書写とは違い、工解は一つではありません。クラスメイトと互いに意見を交わしながら、

ものを見る力、感じる力、表現する力を高めていき、言葉を大切にしながら表現することを楽しんで

いきましょう。

クロムブックが盛要な時は指示します。

道具も大切にしてください。

評Ⅲ価の観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

評
価
の
基
本
的
な
考
え
方

・書の表現の方法や形式,書表現とのよさや美しさを感受し,意図 二体的に書の表現及び鑑賞の幅広
の多様性について幅広く理解し

ている。

・書写能力を向上させるととも

に,書の伝統に基づき,作品を効

果的に表現するための基礎的な

技能を身に付け,表 している。

に基づいて構想し表現を工夫した

り,作品や書の伝統と文化の意味

や価値を考え,書の美を味わい捉

活`動に取り組もうとしている。

たりしている。

育てたい生徒像

(資質・能力)

との関連

表現カ

教基カ

思考カ

判断カ

表現カ

創造カ

省察カ

主な

評価方法

制作作品

作品原稿

ワークシー ト

制作作品

作品原稿

ワークシー ト

観察

制作作品

作品原稿

レポー ト

硬筆プリント



学期 学習内容
学習の到達目標

知識・技能   1 思考・判断 `表現  1主体的に学習に取り組む態度

前

期

【はじめに】

○書道で学習すること

○書写から書道ヘ

【漢字の書 (楷書)】

O漢字の変遷とさまざまな
書体

○祭刻

○文字の造形を学ぶ く楷書〉
・九成宮磯泉銘 (鑑賞。臨書)
。孔子廟堂碑 (鑑賞・臨書)
・牛板造像記 (鑑賞・臨書)
・雁塔聖教序(鑑賞)
・顔氏家廟碑 (鑑賞)
・拓本を採る

○創作する (扇子作品)

国語科書写と芸術科書

道の内容について理解

している。

積極的に書写と書道の関

連を理解し、これからの

学習に主体的に取り組も

うとしている。

各書体の特徴や発生し

た時代背景について理

解している。

各書体の美について考

え、そのよさや美しさを

味わって捉えている。

各書体の特徴や漢字の変

遷など書道史への関心を

高めようとしている。

祭刻の基本的な技能を

身に付けている。

祭書の特徴を捉えて、表

現を構想し、工夫してい

る。

雅印としての美を追求し

書作品における役割を主

体的に生かそうとしてい

る。

楷書の古典のよさや美し

さを感じ取り、漢字の書

の学習活動に主体的に取

り組もうとしている。

楷書の古典の書体や書

風に即した線質や用筆・

運筆・字形について理解

し表現している。

楷書の古典の美に対す

る感性を働かせて、自ら

の意図に基づいて表現

を構想 し、工夫 してい

る。

【仮名の書】

○仮名の成立と種類

○文字の造形を学ぶ
・仮名の筆這い
。平仮名
・高野切第二種

○構成を学ぶ

○創作する (百人一首作品)

【漢字の書 (行書)】
○文字の造形を学ぶ く行書〉
・蘭事序 (鑑賞・臨書)
・争座位文稿 (鑑賞)
・風信中占 (鑑賞)

【漢字仮名交じりの書】
○漢字仮名交じりの書とは

○心に響く言葉を書く
,好 きな言葉を書こう
。あなたはどの書が好き?
・表現の幅を広げよう

仮名の成立や字母、連綿

と用筆・運筆との関わり

について理解し表現し

ている。

仮名の書の美に対する

感性を働かせ、連綿やそ

れを生み出すリズムや

全体の構成など、日本

仮名の成立について理解

し、そのよさや美しさ

を感じ取り、仮名の書の

学習活動に主体的に取り

組もうとしている。|の伝統的な書の美を感

1受 し、表現を工夫してい

|る。

行書の古典の書体や書

風に即 した線質や用筆・

運筆
j字
形について理解

し表現している。

行書の古典の美に対す

る感性を働かせて、自ら

の意図に基づいて表現

を構想し、工夫してい

る。

行書の古典のよさや美し

さを感じ取り、漢字の書

の学習活動に主体的に取

り組もうとしている。

用具・用材の特徴と表現

効果の関わりを理解し、

古典や古筆の表現効果

を踏まえ、漢字と仮名を

調和させ表現している。

感性を働かせながら書

を構成する表現の諸要

素を感受し、自らの意図

に基づいて構成し、表現

を工夫している。

言葉や文字と書の伝統文

化について理解を深め、

漢字仮名交じりの書のよ

さや美しさを感じ取り、

主体的に学習活動に取り

組もうとしている。

後

期

備考


